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Summary The 13th Asian Congress of Nutrition (ACN-2019) was held at the International Convention Center, 
Bali, Indonesia, on August 4 to 7, 2019, with the theme of “Nutrition and Food Innovation for Sustained Well-
Being”. The congress was hosted by the Federation of Asian Nutrition Societies (FANS). This congress had Plenary 
Sessions (12 titles), Lunch Symposium Sessions (30 titles), Invited Symposium Sessions (78 titles), and Track 
Presentation (poster) Sessions (937 titles). From Japan, about 150 researchers registered for the Congress, and 110 
presentations were listed.
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アジア栄養学会議（Asian Congress of Nutrition, 
2019, ACN）は今回が第 13回である。会議のスロー
ガンは「人々の健康維持のための栄養学と食品開発」
であり、前回（2015）の横浜での会議スローガン「長
寿のための栄養学と食品―すべての人々の健康を目指
して」に引き続くものであった。今回は、インドネシ
ア・バリ島のリゾート地区の国際会議場で開催された。
ACNは第 1回が 1971年にインド・ハイデラバード
で開催されて以来、初期には開催間隔が不規則であっ
たものの、第 4回からは 4年毎にアジア各国で開催
されて来ており、栄養・食品に関わる研究者の交流の
場としての機能を果たしてきた。
バリ島の地理と風物
バリ島南部にはリゾート地域として人工的に造成整
備されたヌサドウア地区があり、この地区の入り口に
国際会議場がある。この会議場は Westin Hotelと隣
接している。この地区の海岸沿いにはヨーロッパ風の
大きなホテルがいくつも建てられていた。また、この
区画の一部には特設モール街があって 1～ 2階くらい
の低層の建物が幾棟も連なり色々な店が営業している
区画、バリ・コレクシションがあったりしていて、ヨー
ロッパのリゾート地を思わせる一角であった。
ヌサドウア地区から離れた地域には、いわゆる繁華
街があり、そこにはヨーロッパのバックパッカーも多
く訪れていると聞いた。以前テロ事件で爆破されたホ
テル（レストラン）はその一角だったそうだ。
インドネシアはジャカルタ島、バリ島、ニューギニ
ア島やその他の小さな島から成り、中小数千の島から
構成されている国である。バリ島はヒンズー教徒が多
いが、イスラム教徒も少なくないという。
バリ島の中部には火山もあって山岳地形の地域では
棚田（写真 1）が盛んに作られている。稲は 3毛作で
ある。当地でもっとも美味しいとされる果物はマン
ゴスチンであるが、ホテルによっては持ち込み禁止に
なっている（蟻が寄って来るほど甘い）。
バリ島観光の目玉の一つは島南端バドウン半島の端
報　告
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にある。ここのウルワツ寺院ではケチャダンス（写真 2）
がよく知られており、世界中から観光客が集まっていて、
シーズン中には毎晩何千人もの人が押しかけてくる。
学会会場
学会会場になった国際会議場（写真 3）は、バリ・
コレクションから１ブロック東に位置していた。この
辺りは標高 10m以下の地形なので、ホテルには津波
襲来時での避難経路の案内板があった。日本における
東南海大地震に備えての鉄道などの掲示物や心構えを
改めて思い起こさせた。
国際会議場の建物を 10段ほど上がると会議場入り
口があり、総合案内デスクと背後の会議のフロントデ
スク（写真 4）が設けてあった。会議総会場はこの階
にあるが演台の下はフラットであった（写真 5）。
企業の展示ブースはフロントから 10段ほど下がっ
た部屋があてがわれており、その一角にポスターセッ
ションの場所も設けられていた（写真 6） 。コーヒー
ブレイク時もここに出展している企業がコーヒーやい
ろいろな飲み物、食品の開発品などを提供していた。
　
発表された演題について
総括講演が 12題、招待シンポジウムが 78題、口
頭発表・ポスター発表が 937題にのぼった。またラ
ンチヨンセミナーに 30題が用意されていた。主なテー
マはつぎの７項目にまとめられていた。臨床栄養、乳
幼児栄養、健康を支える栄養、栄養と食品開発、栄養
疫学と食品の安全、生化学・生理学・栄養学と免疫、
公衆栄養学。
総括講演では、(1) スペインのMainezから肥満と栄
養について、(2) 日本の宮澤から世界中の最先端技術を
駆使して付加価値の高い食品の開発をすることについ
て、(3)米国のBloemは飢餓と栄養不良の終結について、
(4) インドネシアの Suibandiはインドネシアでの経験
を踏まえて飢餓と栄養不良終結の促進について、(5) イ
ンドネシアの Salimは飢餓・栄養不良終了の促進につ
いて、(6) インド の Prakashha は伝統食と近代食を組み
合わせた献立てを使って健康・福祉に役立つ栄養を開
発すること、(7) インドネシアの Hardinsyは健康で長
寿の生活を送る為には、何時どの様に食事をすれば良
いのか、(8) マレイシアの Noorはアジアで生じている
肥満に対して公衆衛生的にどの様に対処すれば良いの
か、(9)中国の Li, Wan, Wangはアジアにおける肥満の
コントロールと未知の病気に対してどの様に接したら
良いのか、(10) インドネシアの Damanik はインドネシ
アの事例として栄養改善と持続的発展に資する家族計
画、(11) オーストラリアの O’Callaghanは各個人の栄
養から確かな健康生活を、(12) イタリアの Hariyadiは
食品の国際流通が盛んになる現今における CODEX標
準の確立と普及、についての話題提供がなされた。
幾つかのトピックスについて
アジア諸国は貧困から解放されるにつれて、そこに
暮らす人々には肥満や過体重者が増加して来ている。
高血糖や高血圧症・高脂血症などの慢性疾患にかかる
人々が増えてきて、今や各個人が適切な食事をするこ
とが緊急の課題となっているが、いろいろな局面にお
ける解析（オミクス解析）が進んで上記の課題への対
応が可能になってきている。しかし、高性能コンピュー
ター（量子コンピューターのような）がどの研究機関
でも使えるわけでもなく高度な研究環境の整備は極め
て厳しいというのが現実である。
ここで、今回の国際会議で発表されたタイトルにつ
いて眺めてみると、肥満に関するもの、栄養不足に関
するものはそれぞれ 99編
発達障害児に関するもの： 32編
タンパク質に関するもの：  215編
炭水化物に関するもの :  21編
脂質に関するもの：  13編
腸内細菌に関するもの： 18編
食物繊維に関するもの： 45編
ビタミン類に関するもの： 119編
ミネラル類に関するもの： 19編
であった。
 
日本からの参加者
日本からは会議に参加登録した人が 150名にのぼ
り、発表演題は 110題であった。
それらのうち、本学からの発表は次の2題 1), 2)である。
今後の課題
過剰栄養と肥満、過少栄養と飢餓、潜在している慢
性疾患、公衆栄養と個人の栄養問題などの課題は各個
人の健康な長寿生活へと繋がるものである。今世紀の
中頃には世界の人口が 100億人に達し、その半数（50
億人）がアジア地域に生活するという状況下にあって
栄養学の果たすべき責務は極めて大きい。
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Resistant Protein Modulates Glucagon-Like Peptide-Secretion and Short-Chain Fatty 
Acid Profi le in Rats Fed High-Amylose Corn Starch
                                                                     
Ryoko Shimadab, Junich Matsumotoc, Mikiaharu Doic, Kiyoshi Ebiharaa
a Faculty of Health Sciences, Osaka Aoyama University,Japan;
b School of Human Science and Environment,University of Hyogo, Japan;
c Marutomo Co. Ltd., Japan
Keywords: Glucagon-like peptide-1 (GLP-1) ∙ High-amylose cornstarch (HACS) ∙ Resistant protein ∙ Short chain fatty 
acids  (SCFAs) ∙ Microbial fermentation
Background/Aims: We examined whether protein source in the diet affects glucagon-like peptide-1 (GLP-1) 
concentration in portal vein blood and cecal fermentation in rats fed high-amylose corn starch (HACS, amylose = 68%). 
Proteins with different digestibilities, casein and dashigara (the protease-undigested fraction of smoked, dried skipjack 
tuna, namely resistant protein), were investigated. The apparent digestibilities of casein and dashigara are 96.0% and 
84.5%, respectively. Methods: Rats were fed one of three experimental diets for 28 d: common cornstarch with casein, 
HACS with casein and HACS with dashigara. Results: Food intake and body weight gain were not infl uenced by diet. The 
total amount of short chain fatty acids (SCFAs) in the cecal contents, GLP-1 concentration in portal vein and fecal bile acid 
excretion were all signifi cantly increased in rats fed HACS with casein compared with rats fed common cornstarch (amylose 
= 26%) with casein. The amount of total SCFAs, propionic and butyric acid in the cecal contents, fecal bile acid excretion 
and GLP-1 concentration in portal vein blood were signifi cantly greater in rats fed HACS with dashigara compared with 
rats fed HACS with casein. A large amount of succinic acid was found in the cecal contents of rats fed HACS with casein, 
but not in rats fed HACS with dashigara. Conclusions: These results suggest the physiological functions of undigested 
but easily fermented carbohydrates such as HACS are infl uenced by the ingestion of undigested protein, namely resistant 
protein.
(2)
On Arsenic Distribution in Organs of Rats Fed Brown Algae, Akamoku 
(Sargassum horneri)
                                                                     
Yohko Sugawa-Katayamaa, Masayuki Katayamab
a Department of Health and Nutrition , Osaka Aoyama University, Japan
b Professor Emeritus, Osaka Prefecture University, Japan
Keywords: Akamoku ∙ Arsenic ∙ Rat ∙ Activation analysis
Background/Aims: A brown alga, Akamoku (Sargassum honeri), containing high amount of dietary fi ber, is coming to 
be consumed year by year much more, in Japan. Akamoku is a member of the same family of Hijiki, Sargassum fusiforme, 
contains rich amount of nutritionally benefi cial minerals as well as arsenic. The behavior of arsenic derived from Akamoku 
is not yet clear in the body. In this report, we investigated the arsenic distribution in various organs of rats fed Akamoku. 
Methods: Akamoku plants, harvested at a sea coast of Kyusyu, Japan, were washed, lyophilized and pulverized. Sprague 
Dawley male rats were fed either (i) the diet containing pulverized Akamoku plants or (ii) the standard diet (AIN-93G) for 
two weeks. The samples of the respective organs were lyophilized, sealed in polyethylene bags, and the arsenic contents 
were determined by thermal neutron activation analysis. Results: Arsenic accumulated mostly in blood cells, and also in 
spleen. This is coincided with the mechanism that rat can detoxicate the arsenic toxicity by binding arsenic at cysteine93 of 
hemoglobin. In other organs, more or less arsenic was accumulated. Conclusion: It is necessitated for us to fi nd urgently a 
simpler and most effective way to reduce the arsenic content in Akamoku plants by the pre-cooking process.
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写真 1　ウブド村の棚田
Photo 1: Terraced rice-fi elds, Ubud, Bali, Indonesia. 
写真 2　ウルワッツ寺院におけるケチャの踊り
 Photo 2: Kecak dance at Pura Luhur Ulu Watu, Bali.　
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写真 3　国際会議場へ
 Photo 3: Gate Sign at the International Convention Center, Bali.
写真 4　会議の受付フロント
Photo 4: Congress registration desk.
写真 5　会議総会場
Photo 5: Main hall of the Congress.
写真 6　展示・ポスター会場
Photo 6: Display and poster-session hall.

